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    （１）
    「それにしても暑いな」
　セレンは馬上から恨めしそうに太陽を見やった。長い金髪はひとつに束ねてある。
「まだ夏はこれからなのに。雨だって、いつから降っていないだろう」
「ふた月近くになるね」
　馬を並べて、涼やかな声でゼラルドが答える。こちらは暑さをものともしていない。
「物覚えの悪いことだ」
「何だって？」
　セレンがむっとして何か言いかけたとき、道のはるか前方から、歌声のようなものが聞こえて来た。おやっという顔をして、セレンは手をかざす。
「あ・・・ごらんよ、あれ、雨乞い行列だぜ」
　そう言って、思案顔になる。
「ぶつかるぞ・・・やり過ごすしかないな」
　言うのを聞いて、黒髪の若者も、どうやらこの辺りでは雨乞い行列に道を譲るものらしいと理解した。
　道の両側には、ずっと畑が続いている。が、ここしばらくの日照りのために、大地はひび割れ、作物の穂も乾いているようだった。雨乞い行列が出ても不思議はない。
　行列は雨を乞う歌声とともに、だんだん近づいてきた。二人は馬を下りて道の端に寄った。セレンがそのまま膝をつくのを見て、
「行列が通るときは身を低めなければならない？」
　ゼラルドが尋ねると、セレンは気が付いてゼラルドを見上げた。
「・・・そうか。たしか君は、竜の年の生まれだったよね？」
「ああ」
「それなら立っていていい。雨乞い行列は竜王に祈りに行くから、その関係でね」
　そうこうしているうちに、行列は二人の前までやって来た。
「そこにおられるのは、竜の生まれのお人か？」
　先頭の初老の男が聞いてくる。残りの者は歌を止めない。ゼラルドがうなずくと、
「祝福をお願いする」
　その言葉を合図に、男の後ろから若い娘が進み出て、小さな石の彫刻の乗った盆を差し出した。彫刻は、粗削りに竜の姿をかたどったものだ。ゼラルドは戸惑ったようにセレンを振り返った。
「水に沈めて捧げものにするんだ。好きなように祝福すればいいよ」
　そう言われて向きなおったが、何か迷っているようだ。石像を眺めながら、
「・・・この天候ではさぞお困りのことでしょうね」
　ぎこちなく、そんなことを聞いている。男は素直にうなずいて、
「まったくだとも。このあたりはオリ川があるからまだいいだろうが、わしらの村では、川の水も井戸の水も、もう尽きかけている。家畜に飲ませる水にも不自由しているんだ」
「・・・どこまでお祈りに？」
「もうすぐだ。来るのに三日かかったがね、なに、たいしたことじゃあない」
　ゼラルドはそれでも、まだ何かためらっていた。が、男が不審そうな顔をするよりは早く、透明な水晶の棒を取り出して、石像の上にかざしていた。
「祝福を」
　水晶棒をすっと動かしてそう言った。男は礼を述べ、行列は再び進みだす。
　その歌声がやがて背後に通り過ぎて行くと、セレンは立ち上がった。ゼラルドはそれに向かって、一言、
「急ごう」
と言った。次の街では、あとの二人と合流できることになっている。
　
　一方、フルートとフィリシア――というより、おしのび中ゆえルークとフィア、は。
「じゃ、気をつけて」
　分かれ道で馬を引いてひとり列を離れながら、金髪の若者は気がかりそうに言った。
「わかってるわ」
　フィアは無邪気に笑って手を振ってみせる。あろうことか、この姫君は、昨夜泊った村の人々と一緒に、雨乞いのおこなわれる沼まで行こうとしているのだった。村の窮状と、それにもかかわらず歓迎してくれた人々の親切に、すっかり心を寄せてしまったのだ。
「どこに泊まってるか、わかるようにしておいてね」
　珍しく気が咎めているらしいルークに向かって、青い髪の乙女は朗らかに頼んだ。そのルークはといえば、よその祭事に関わりあいたいとは全く思わなかったので、フィアを止めこそしなかったが自分は参加せず、一人でさっさと先に行くことにしていた。そのことを、至極簡単に決めていたくせに、後になってフィアに悪いと思い出したらしい。人に気を使うのが不得手な性格なのだ。
　ルークはうなずいた。
「わかった。また明日」
「ええ、また明日」
　見送られて、フィアはまた行列に交じって歩き出す。
　ルークが抜けたので、行列の中で馬を引いているのはフィア一人になった。雨乞い行列においては、これは旅人の特権だ――乗ることは許されないのだったが。フィアは、今日いっぱいを村人たちとともに過ごして、明日街へ向かうつもりだった。儀式のおこなわれる「竜王の沼」から街へは、馬を使えばそれほど遠い道のりではない。
　この行列は歌は歌わなかった。雨乞い行列の仕立て方は、村によってまちまちだ。ただ、村々の代表者たちが雨乞い儀式の日を決め、ふれを回し、それぞれの村で行列を仕立てて当日「竜王の沼」に集まると、あとの儀式は皆でまとまっておこなうことになっていた。祈願文を書いたり、石像を持って来たりするのは、それぞれの係に決められた村の仕事で、その割り当ては毎回変わる。
　今回の儀式は、今日の昼から始まり、三日間続く予定だった。が、フィアのような飛び入りの者はいつでも抜けてかまわない。実際、竜の年に生まれた者が雨乞いに加わるのは吉兆とされていたので、通りすがりの旅人の出入りも珍しくはなかった――フィアもまた、竜の生まれだったのである。
　日はだいぶ高くなっていたが、目的地はもうすぐだった。














    （２）
    　その日、かの偉大なる竜王は、水底の館で訴訟の裁きにおおわらわだったが、一息つきに居室に戻ったとき、地上での雨乞いの知らせを受けた。
「捨て置け。今は忙しい」
というのが、知らせを持って来た召し使いに対する、竜王の答えだった。まったくのところ、ここしばらく、竜王はいつになく多忙で、だからこそ雨を降らせる暇もなかったのだ。
「それが、ご主人様」
　召し使いはしかし、すぐには引き下がらなかった。覆い布のかかった盆を主に差し出す。竜王はいぶかしげにそれを受け取って布を外し、乗っているものを一目見て、低くうめいた。それは、雨乞いのときにはいつも投げ込まれて来る、粗削りな石の彫刻だったのだが――
「正式な祝福を受けているのか・・・降らせねばなるまいな」
　その彫刻は、正しい作法にのっとった、神聖な祝福を受けていた。人の世から来る物としては珍しいことだったが、もちろん、だからといって無視することはできなかった。
「どうしたものかな」
　考えこんだ竜王が決断をくだすまでに、さほど時間はかからなかった。
「そうだな・・・よし。ではおまえ、倅のところに行ってくれんか。あやつ、最近のんきに遊び暮らしておるようだからな、たまには働かせてやろう。雨を降らせるよう、言いつけて来てくれ。良いな」
「かしこまりましてございます」
「至急だぞ」
　そういうわけで、雨降らしの役は、竜王の息子のところに回されたのだった。
　使いが来たとき、この息子は、青い髪をゆらゆらとなびかせながら――水の神に連なる者はたいてい青い髪をしている――、退屈そうに宝石箱から装身具を選びだしているところだった。雨を降らせろという父親の命令を聞くと、彼はぶつぶつ文句を言ってみせたが、いい退屈しのぎと思ったのだろう、比較的あっさりと引き受けて、むしろ喜々とした様子で出かける支度をし始めた。
「大雨にして洪水でも起こしてやるかな」
と、着替えながら楽しそうに言うので、使いの者があわてて、
「若様！」
と、たしなめる。竜王の息子はふんと鼻で笑った。
「わかったよ、やめておく。せいぜい、雨乞いの人間どもをからかって来るさ」
「・・・あまり度を過ごされませんように」
「気苦労の多い奴だな、心得ているさ」
　笑いながら祭礼の間に移動するが、内心どんなことを考えているかわかったものではない。使いははらはらしながら、しかし口答えすることもできず、ただ黙って頭を垂れた。
　祭礼の間まで来ると、竜王の息子は無造作に、
「では、行って来る」
「行ってらっしゃいまし」
　見送られて中へ入った。ここに入ることのできるのはごく限られた者だけである。
　扉の中にはさらに扉があり、竜王の息子はその中に入った。この入れ子の小部屋には天井はなく、吹き抜けで上に上がれるようになっている。彼は、祭礼用の長い白い衣服をまとい、呪術用の装身具をじゃらじゃらと身に付けたその姿で、部屋の中央に立って意識を統一し・・・瞬く間に竜の姿となって、水をまきあげ、水面めがけて上って行った。
　沼の水面をざんぶと抜け出ると、沼の周囲で祈っていた多くの人間が、いっせいに低く驚嘆の声をもらした。もっとも、彼がその声を耳にしたのはほんの一瞬に過ぎなかった――なぜなら彼は、次の瞬間、すでに遥かな天の高みに上ってしまっていたからだ。
　なすべきことはわかっていた。手順どおりに雨雲を呼び寄せ、雨を降らせる頃合いを計る。そうしながら、彼は下方に見える人間どもを冷めた目で眺めやって、何か退屈しのぎになることはないかと考えた。
　人間どもはほとんどが畏怖の表情を浮かべて、ある者は空を見上げ、ある者は下を向いたまま祈り続けている。いずれにしても、彼の姿は見えていないはずだ。人間どもの目には、ただ、沼の中央がざぶんと波立った後、そのあたりに白い靄がかかっているようにしか見えていないのだ。
　少し早いかもしれなかったが、しかしそろそろ良かろう、と、雨をぽつぽつと降らせ始めたときだった。竜王の息子は、ふと一人の娘に目を止めた。その娘は、うつむき加減に祈りをささげていたが、どことなく周りの者たちとは違った空気をまとっているように見えた。
　どこが特別なのだろう、と、彼がなおもじっと見つめていると、そのとき彼女は顔を上げて空を見上げ――
　――その途端。彼は、それまでに企てていた何もかもを忘れた。その娘は、いくぶん薄れてしまってはいたものの、明らかに、古代の王からの正しい血を受け継いでいた。そして――ああ、その真摯な瞳と気高い顔立ちの、なんという美しさ！　ほっそりした肩に波打つ豊かな髪は、彼の種族に似て青い色をしている・・・。
　彼は、もう雨のことなどどうでも良かった。とにかく降ればいいのだ、とばかりに呪文を唱え、唐突な雨の滝をごうごうと降らせて、高度を下げた。喜びを通り越して戸惑い始めた人々の間に手を伸ばす。
　・・・フィアの近くにいた数人の者は、確かにそのとき、滝のような雨の中、恐ろしい大きな竜の爪が靄の中からぬっと突き出て、悲鳴をあげる暇も与えず、青い髪の乙女をつかんだのを見た。そして、気を失ってしまったらしい彼女をつかんだまま、爪は再び、白い不思議な靄の中へと消えて行ったのである――。














    （３）
    　・・・目が覚めると、見慣れない部屋のベッドの上にいた。失神する直前の記憶がよみがえり、フィリシアははっとして身を起こそうとした。
「お目覚めでございますか？」
　すぐ横で、細い女の声がした。反射的にそちらを向くと、美しい娘が一人、おどおどと心配そうにフィリシアの様子をうかがっていた。
　フィリシアはともかくも起きなおり、ひとつ深呼吸をして気を鎮めると、穏やかに尋ねた。
「ここはどこ？　・・・あなたは？」
　娘は目を伏せた。
「ここは、偉大なる竜王さまのお館の、若様のお住まいになる離れの一室でございます。わたくしはここにお仕えしている、ナミと申す者。このたび、姫様のお世話を承りましてございます。以後よしなに」
　不吉な胸騒ぎがした。フィリシアは、気を確かに持って、できるだけ落ち着いた声を出そうと努力した。
「それでは、ここは水の底ですか？」
「はい、姫様」
「わたくしは、いつ、帰ることができるでしょうか？」
「さあ、それは・・・」
　ナミは口ごもった。フィリシアの表情が硬くなる。ナミは彼女のほうを見ないまま、かすれるような声で、
「わたくしには、わかりかねましてございます」
　かろうじてそう言うと、取り繕うように、
「いま、若様をお呼びして参ります。お待ちくださいませ」
　言って、逃げるように部屋を出て行った。
　館の若い主が、今は人の姿に戻ってやって来たのは、それからいくらも経たぬうちだった。
「どうだ、気分は」
　ノックもせずに彼がずかずかと入って来た時、フィリシアはまだ、やっとベッドから下りて服を直しているところだった。この「若様」にさらわれたのだと知らぬまま、彼女は急いで立って、姿勢を正した。
「おかげさまで、だいぶ落ち着きました」
　まずは礼儀正しく答えてお辞儀する。状況がのみこめないので、それ以上の言葉は出て来なかった。
「何よりだ」
　若い主は満足げに言って、
「おお、ともかく座るがいい。私もかけるから」
　二つある椅子を指し示し、まずは自分が腰かける。フィリシアも遠慮せずに座ることにした。彼は上機嫌で彼女を見ている。
　この若者――といっても実際には何才なのかわからなかったけれども――は、床に届くほど長い、青い青い髪をしていた。同じ色の青い青い目は、何の迷いも知らないように澄み切っていて、どこかフルートの目に似ていた。しかし、その目をきらきらと輝かせて、若者が次に言ったことはといえば、
「それで、そなた。私の妻になれ」
というのだった――フルートはむろん、こんなことをこんなふうに言いはしなかった。
　ほんのしばらくの間、フィリシアは、怒るというよりも動転し、言葉を失っていた。けれども、由緒正しい家の娘が、不正にさらわれて来て結婚を迫られた時の当然の反応として、次にはきっぱりと言い切った。
「お断りいたします」
　竜王の息子は驚いた顔をした。
「なぜだ」
「わたくしは、貴方様を存じ上げません。見知らぬ場所にさらわれて、見知らぬ方から妻になれと命じられ、はいとお答え申し上げますほど、卑しい魂は持ち合わせておりません」
「何を馬鹿な」
　彼は信じられないという顔をした。
「そなたを連れて来たのはこの私だ。私の妻になったからといって、誰がそなたを卑しいなどと言うものか。そなたは、しかるべく敬われ、妃として崇められるのだ」
「わたくしはそのようなことを望んでいるのではありません」
　このひとにさらわれたのだ、と知ったフィリシアの声は、いっそう硬くなった。竜王の息子はやや苛立ったふうに、
「では、何が望みだ」
「わたくしを、元いた場所に帰していただきたく存じます」
「なぜだ！」
　彼の口調が荒くなった。フィリシアは動じた様子もなかった。静かに続けて、
「わたくしには、親も兄弟もおりますし、数ならぬこの身を気にかけてくれる友人もおります。それらの人たちに心配をかけるのはわたくしの本意ではありませんし、知る人もないこの水の底での、どのような贅を尽くした生活よりも、そうした親しい人々との心和む暮らしのほうが、わたくしには大切に思えるのです」
「そなたは私のものだ。私が連れて来たのだ」
「おそれながら申し上げます」
　フィリシアは悲しげな顔になり、硬い声のままで言った。
「わたくしをここに連れていらっしゃる権利も、わたくしをここに留め置く権利も、あなたはお持ちではないのです。どうぞ、わたくしのことなどでお心を迷わせずに、わたくしを元の場所にお帰しくださいませ」
「ならぬ！」
　竜王の息子は、いまや完全に激昂して我を忘れていた。彼は椅子を立ち、フィリシアをにらみつけた。
「私が目をかけてやったのに、逆らうつもりなのか、この恩知らずめが！　分をわきまえるがいい、あとで鞭打たせてやろう。おまえはここに留まるのだ、よいか、私の妻になるのだ。待っていろ、いま鞭打ち人を寄越すからな！」
　荒々しく言い捨てて出て行った。フィリシアはうつむいて重いため息をついた。とにもかくにも心細い。今頃、みんなはどうしているだろう？　どのくらいの時間が経ったのだろう？　まだ、私のいないことに気が付いてはいないだろうか・・・。
　扉の外に気配を感じて、フィリシアははっとした。鞭打ち人が来たのだ。鞭で打たれるのはさすがに初めてだった。服が裂け、皮膚が破れて血が流れ出す・・・ああ。それでも、私は毅然としていなければ。
　それにしては控えめなノックの音に、少し不審を覚えながら「どうぞ」と言うと、入ってきたのはナミと名乗ったさっきの侍女だった。ほおをうっすらと上気させている。
「ご安心くださいませ、姫様」
というのが、彼女の第一声だった。さっきまでと違って、誇らしげに背をしゃんと伸ばしている。
「若様はわたくしがお諫めいたしましたからね。もう大丈夫です。鞭打ち人など――おお恐ろしい――来やしません。とんでもないですわ。姫様をさらっておいでになって、そのうえ鞭打ちだなんて」
　フィリシアは何も言わなかった。見知らぬ土地で不意に味方が現れたことに、戸惑っていたのだ。
「もう大丈夫でございますよ」
　フィリシアのそんな様子を見て、ナミは微笑み、繰り返した。
「若様も、決して悪いお方ではないのです。ただ、ご自分の思うようにならないとすぐにお腹立ちになる悪い癖がおありで・・・どうぞ、許してさしあげてくださいませ。わたくしが代わりにおわび申し上げます」
「まあ、ナミ」
　深々と頭を下げたこの侍女に、フィリシアはあわてて声をかけた。ナミは顔を上げ、
「名を覚えてくださいましたのね！」
　嬉しそうに言った。
「どうぞ姫様、わたくしをご信頼あそばしてご安心なされませ。わたくしがお世話いたします限り、姫様には決してご不自由はさせません」
　はにかんだ、けれど誇らしい笑顔。フィリシアの世話を任されているのが彼女だということは、あるいは天に感謝すべき幸運であるのかもしれなかった。
「・・・ありがとう、ナミ」
　フィリシアは思わず気が緩んで涙ぐみそうになるのをこらえ、心からの感謝をこめて言った。
「私など他所者だし、もしかして、あなたにも楽しくない思いをさせてしまうのかもしれないけれど。ここにいる間は、どうぞよろしくね」














    （４）
    　そうして、次の日からの滞在は、フィリシアにとって、少なくとも、それほど不愉快なものとはならなかったのだった。
　まず、最初の朝に、若い主が謝罪を述べにやって来た。フィリシアの目が覚めるまで、ナミは彼を待たせておいた。
「その・・・昨日は申し訳なかった、姫」
　やっと入室を許可されると、彼は、朝の挨拶も抜きで、落ち着かなげに切り出した。気まずいのだろう、横を向いたり下を向いたりして、フィリシアと目を合わせようとしない。
「昨日はその・・・少し気がせいていたものだから・・・姫を、その、おそらく・・・ずいぶん、脅かしてしまったことと思う。たかが人間と侮って・・・無礼なことを、申し上げた。どうか・・・お許し願いたい」
　傲慢な様子が完全に消えたわけではないが、つっかえながらそう言った彼は、ずいぶん礼儀正しくなっていて、何より、ひどく後悔しているようだった。フィリシアは、淋しげにではあるが、かすかに微笑した。
「わたくしなど、あなたのおっしゃる通り、卑賤な人間に過ぎません。どうぞ、お気になさいませぬよう」
「あなたは卑賤などではない、姫」
　竜王の息子は驚いたように目を上げた。
「私がそう思わせたと言うのか？　そんなつもりではなかったのだ。ただ・・・」
　しばし絶句して、また視線を落とし、低い声で言い始めた。
「たかが人間の、とは、確かに思っていた。だから姫が私に従わぬと知って、ひどく腹も立ったし、力づくで言うことをきかせようと思いもした。だが・・・非道だと諌められて考え直し、気が付いたのだ。たとえ力によって姫を手に入れても、それでは何の意味もない。姫が私を疎み、忌まわしいものとばかり思いなすなら、何の嬉しいことがあるものか。私の望むのは、そんなことではない！」
　竜王の息子は真正面からフィリシアを見つめた。青い髪の姫は、その強い視線を受け止めかねて、そっと目を伏せた。天真爛漫なこの姫のほおにも、さすがに薄く、血の色が上って来ていた。
「その後で私は自分のしたことに気付いた」
　竜王の息子はかまわずに続けた。
「私は姫に、ずいぶん乱暴な仕打ちをした。あれでは・・・姫に嫌われるばかりだ。そう思い始めたら矢も盾もたまらなくなって」
　ここで、彼の声はふと再び不安そうな響きを帯び、
「それで、朝からこうして謝りに来たのだ、姫。しかし姫は・・・姫は、もう私のことなど、野蛮で情けのかけらもないと――見るのも嫌なほど厭わしいと、そう思い決めているのだろうか・・・？」
　フィリシアは、しばしためらった。それから、正直に、
「嫌ってなどおりませんけれど、お恨み申し上げております」
と言った。竜王の息子はまじめな顔で、
「姫をここに連れて来たことをか。何不自由なく暮らせるように配慮するが」
「わたくしの心は、昨日と何ら変わっておりません。わたくしの望みは」
「だめだ！」
　竜王の息子はその先を悟って声を荒げた。
「姫は帰さぬ。それだけは譲れない」
　フィリシアは黙って、悲しげにうつむいた。竜王の息子は気を鎮め、こちらもいくぶん傷心の態で、
「姫。早く、この館の暮らしにも慣れてほしい。きっと、姫の気に入る。姫が落ち着くまでは、私も無理強いはするまい。いつまででも待とう。姫が、私の妃になっても良いと、言ってくれるまで」
　フィリシアははっと身を固くした。そして、うつむいたまま、ゆらゆらとかぶりを振った。竜王の息子は、彼女が目を上げはせぬかとしばらくじっと待っているようだったが、やがて苦しげに席を立ち、それ以上何も言わずに部屋を出て行った。
　
　それから毎日、フィリシアは至れり尽くせりのもてなしを受けた。それも、もしも彼女自身がたびたび固辞しなかったなら、さらに贅を尽くしたものになっていただろうことに疑いはなかった。
　一日三回出てくる食事は、彼女がその度にもっと質素なものにしてくださいと頼み続けた結果、三日目くらいにようやくその豪勢さを少し減じたようだった。また、毎朝届けられる素晴らしいドレスは、こんなに気遣っていただかなくても結構ですと断り続けたにもかかわらず、こちらは一向に差し止められる気配はなかった。ドレスは彼女に着てもらえないまま、再び運ばれて行くことになるのだったが、それはどうやら、別の所で用立てているのではなく、やがて彼女に要り用になるときのため、どこかにしまいこまれているらしかった。
　そうして、彼女自身はどうしていたかといえば、この姫君はまず、最初に食事が運ばれて来たときに、そこに、昔話によくあるような、食べると記憶がなくなったり二度と元の世界に戻れなくなったりする物がない、ということを確かめていた。それから、一番気になっていたこと、つまり、この水の底と人間の世界では時間の流れ方が違いはしないだろうかということを、早いうちにナミに尋ねて、そんなことはないと保証してもらっていた。そしてそのうえで、彼女はこの状況をともかくも受け入れて、ひっそりと毎日を送っていた。決して、憂鬱そうでないわけではなかったが、彼女は穏やかに落ち着いて感じよくふるまっていたので、彼女に付けられた侍女たちはみな――ナミ以外にも数人が交替で世話をしてくれていた――、彼女を慕い、本物の主人のように扱ってくれていた。
「若様はとても良い方ですのよ」
と、彼女達は時々遠慮がちに言うことがあった。実際、竜王の息子はあれ以来ずっと、口のききようこそ相変わらずだったが、礼儀正しかったし、親切でもあった。彼は侍女たちからも話を聞き出していて、姫が物語を好きらしいと聞けば語り部を部屋に寄越し、チェスが好きらしいと聞けば水晶の駒と台を届けさせた。気が向くとフィリシアに会いに来て、何やかやと言葉を交わし、満足そうに帰って行った。
　これに対して、フィリシアのほうも、もともと邪険な態度というものは性分として持ち合わせていなかったので、だんだん打ち解けて話をするようになっていた。帰りたいと口にすることは少し控えるようになった――彼がどんなに悲痛な顔をして、しかし彼自身にもどうしようもない頑固さでそれを拒むか知ったからである。竜王の息子とて、彼女の願いなら何であれ叶えてやりたかったのだが、こればかりは叶えるわけにはいかなかったのだ。
　竜王の息子は、ともかくもフィリシアに相手をしてもらえるようになって幸せそうな様子だった。ただし、彼が少しでも求愛しそうな素振りをみせると、彼女は表情を硬くして、彼が帰るまで二度と打ち解けようとしないのだった。
　竜王の息子がこの人間の姫君に並々ならず入れ込んでいるのは傍からも明らかだったが、もしかしたら最初はそれを快く思っていなかったのかもしれない侍女たちも、今では心から、フィリシアが若い主の妃になってくれるようにと願っているのだった。
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    　フィリシアがこの館にやって来てから、そうして十日ほどが過ぎた。昼は侍女たちとたわむれ、夜は自分を探しているだろう仲間達のことを思いながら眠りにつく、そんな生活が続いていた。
　いつも穏やかに微笑んでいるこの新しい女主人が、その実あまり気の晴れることのないらしいのを、侍女たちは自分のことのように気にかけていたけれども、どうすることもできなかった・・・が、ある日の夕方。
「――ねえ、ナミ」
「はい、姫様」
　寝室と続き部屋のいつものサロンで、フィリシアは美しい青いドレスを着て椅子に座っていたが――ナミが縫ったというので断り切れなかったのだ――、耳をすましながら尋ねた。
「あれは、踊りの曲ね？」
「ええ、そうですわ」
　ナミは縫物の手を休めて、
「今日は向こうのお館で、偉大なる竜王様が宴を開いておいでなのです。踊りが今始まったのでございましょう。踊りがお好きでいらっしゃるのですか」
「ええ、とても」
　フィリシアは控えめにそう答えたが、音楽に耳を傾けるその姿は、まるで魂を飛ばされてしまった人のようだった。ナミはそれに気付いて、
「この曲をお教えいたしましょうか」
と申し出た。青い髪の姫の顔がぱっと輝いた。
「すてき！　でも・・・私にも踊れるかしら」
「大丈夫ですわ」
　ナミは姫君の明るい様子を喜びながら立ちあがったが、まとめた縫物をどこにやろうかと少し迷って、
「少々お待ちいただけますか。これを置いて参ります。何かお飲み物でも」
「そうね、お願い」
　そうして、飲み物を持って戻って来たとき、ナミはフィリシア付きの侍女たちをみな連れて戻って来たのだった。彼女達は宴に駆り出されずに別室に控えていたのだが、楽しそうなことが始まるのを知って集まって来たのである。フィリシアのほうもそれを歓迎した。広い部屋はたちまち、にぎやかな笑い声で満ちた。――そう、一、二、三、一、二、三、回って回って――。
　姫君がすぐにステップを覚えてしまったので、いくつもの足音は音楽に合わせて、じきに軽やかなリズムを刻むようになった。フィリシアのほおは、うっすらと上気してばら色に染まっていた。姫君のいつにない明るい様子に、侍女たちは口に出さずとも大喜びだった。姫君の踊りの上手なことも、いつもの静かな彼女を見慣れた侍女たちの目には、胸の躍るような素晴らしいことと映った。
　娘達は笑いさざめきながら部屋中を踊り回った。新しい曲がかかると、彼女達の足音はいったん止まり、ゆっくりと床を鳴らし、姫君が覚えたところで速度を上げて、また軽やかに踊りだすのだった。
「姫様、少しお休みあそばせ」
　ひと段落ついたとき、ナミが息を切らせて言った。
「そう？　そうね」
　フィリシアも逆らわずに、こちらも多少息を弾ませて、他の侍女の引いて来てくれた椅子に腰かける。
　するとその時、部屋の戸口で、もはや聞き慣れた、なかなかに響きの良い声がした。
「ここは楽しそうだな」
　びっくりして娘達が戸口を見ると、そこには、言わずと知れた竜王の息子が、豪奢な銀の衣装の上に青い豊かな髪を垂らして、上機嫌な様子で立っていたのだった。
「まあ、若様！」
　侍女たちは、そこはさすがに、さっと脇に控えて頭を下げる。フィリシアも椅子から立ち上がろうとすると、
「良いから座っておれ、姫」
　軽く制して、彼は部屋の中に入って来た。急いで侍女がもう一脚椅子を引き出すと、腰をおろして足を組み、
「取り次ぎが誰もおらぬと思えば、こんなところに勢ぞろいしていたとはな」
　からかうように言い放つ。
「申し訳ございません、若様」
　ナミが代表して主人に答えた。深く頭を下げて、
「今日はこちらにはおいでにならないとばかり、思い込んでおりましたので」
「宴のことか？　あんなもの、面白くもない」
　竜王の息子は眉を寄せて言い捨て、飲み物のグラスを受け取ると、フィリシアに笑いかけた。
「実は抜け出して来たのだ。ここにいるほうが、ずっと気分がいい」
　フィリシアが何と言おうかと迷うのへ、続けて、
「良いものを見せてもらった。姫はとても軽やかに踊るのだな」
「まあ。どのくらいご覧になっていらっしゃいましたの」
　やっぱり見られていたのだと知ってフィリシアがあわてると、彼は少しつまらなそうな顔になって視線を外した。グラスの飲み物を飲みながら、
「たいして見てはいないさ。私が来たら、姫がやめてしまったのではないか」
「でも、のぞき見なんてひどいですわ」
「取り次ぎがいないのが悪い」
　竜王の息子は笑って、再びフィリシアに目をやり、彼女が自分を恨めしそうに、しかし親しげににらんでいるのを見てびっくりした。
「いやその、私も悪かったかもしれないが」
　彼がどきまぎして心にもないことを口走ったので、今度はフィリシアが驚いた。
「え？」
「いやその」
　竜王の息子は、自分に向けられている、今は驚きの色を浮かべている青い瞳に、視線を吸い寄せられるように感じながら口ごもった。胸の内の戸惑いはしかし、次第に、ふくれあがる喜びに変わっていった。この姫君がこんなに親しくふるまってくれたのは――フィリシア自身は気付いていなかったけれど――初めてだった！
「その・・・私と踊ってくれませんか、姫」
　ついに――思いあがってはいけない、と自らを戒めつつ、竜王の息子は言った。唐突に言われて、青い髪の姫君は驚きもし、ためらいもしたようだった。
「わたくし、この曲は存じません」
　別に断られても構わなかった。この姫が彼の前でこのまま生き生きとしていてくれさえすれば。しかし、そのとき音楽は変わり、新たに奏でられ始めたのは、彼もそうと知っていたのだが、この水の外、人間の世界で使われている踊りの曲だった。
　姫君もこの曲を知っている証拠に、その優しい顔には困ったような表情が浮かんだ。竜王の息子は空のグラスを侍女に渡し、立ちあがって姫君に手を差しのべた。
「この曲は？」
　青い髪の姫君は彼の顔を見上げた。しばらくの沈黙ののち・・・彼の胸は喜びではじけ飛ぶかと思われた。
「ええ、それでは」
　姫君は内気そうに微笑んで、そっと彼の手に手を預けたのだ。
　侍女たちは姫君のグラスを片づけ、姫君が立つと、二つの椅子を片づけた。そして、お互いに目を見交わして、ナミを除き、深々とお辞儀して部屋を出て行った。フィリシアが気づいて心細そうにナミを見やると、ナミは安心させるように、
「わたくしはすぐ隣の部屋に控えておりますから、姫様。何かあったらお呼びくださいませ、飛んで参りますわ」
　そう言って、一礼すると、続きの小部屋へと引っ込んだ。フィリシアは不安そうな、いくぶん後悔しているような顔になったが、
「姫、姫。踊ってくれるね」
　笑って呼ぶ心配そうな声に向きなおり、あきらめて、
「ええ」
　リードされて踊り始めた。ゆるやかな曲である。














    （６）
    「何も、不安がることはないのに、姫」
　踊りながら、竜王の息子は少し淋しそうに言った。
「私とて、姫が相手をして踊ってくれたからといって、うぬぼれたり、つけこんだりするほど、愚かではないのだから」
「・・・ごめんなさい。そんなつもりでは」
「ああ、すまない。あなたを悲しませようと思って言ったのではない、姫。笑って。何かほかの話をしよう。たとえば・・・そう、向こうの宴会に、姫ほどの美人はいなかったぞ」
「まあ、お上手ですのね」
　不器用なご機嫌とりに、フィリシアの表情が緩んだ。二人はゆっくり、くるりくるりと部屋の中を回った。
「本気にしないのか。しかし、そうだな、ドレスを着てもらえて良かった。とても美しい。よく似合っている」
「あなたこそ、今日は素晴らしいお姿でいらっしゃいますわ」
「姫にそう言われるのは悪い気はしないな」
　竜王の息子はくすぐったそうな顔をした。
「正装なんだ。ずいぶん盛大な宴だったからな。大がかりな訴訟が一つ片付いて、父上が大喜びなんだ。本当なら姫を連れて行きたかったんだが、姫のことは父上に内緒にしているものだから」
「わたくしなど、そんな所に連れだされたら、身の置き場もなくて逃げ出すはめになるのが関の山です」
「そんなことはないだろう！」
「だって他に地上の人間はおりませんでしょう」
「それはそうだが」
　竜王の息子が言い淀むのへ、助け船を出して、
「どのような方達がおいでですの」
　聞くと、彼は気の向くままに話してくれた。どこの湖の貴族が気難しくて、どこの川の妖精が気立てがいいか。彼のどの伯父が威張り屋で、どの従姉が賢いと評判か。話の中には、フィリシアの知っている地名もあれば、およそ耳慣れない響きの地名もあった。他愛ない話ではあったが、案外おもしろかった。そうしているうち、また音楽が変わった。
「おや、これも・・・姫は踊れるのか」
　竜王の息子が、いったん踊りやめてフィリシアに訊いた。
「はい、踊れます」
　答えてから、フィリシアは質問の意味に気付いた。これも内陸の曲ではあるが、難しい曲なのだ。だんだん速くなるため、最後のほうは踊れなくなる者が多い。城の舞踏会では、もっぱら若い者達が、競って踊っていたものだ。フィリシアは好きな曲だった。
「それは良かった」
　竜王の息子がにっこりと笑ったところを見ると、彼も別に不自由することはないらしい。二人は部屋の中央に出て、音楽に合わせて踊り始めた。
　ゆっくりとステップを踏んで振り付けが一巡すると、どうやらこの水の底でも、複雑なステップは地上とほとんど同じものらしく、二人はほっとしてお互いに微笑みかけた。それから先は、二人とも安心して踊り続けたが、いくら得意な曲ではあっても、旋律が次第に速まるにつれて口数は減っていき、しまいには黙って、けれど楽しげに、くるくると踊り続けることになった。浮き立つような軽やかな音楽は、どんどん、どんどん、速くなっていく。もっと速く――もっと速く――もっと速く！
「すてき・・・！」
　くるくると、くるくると踊り続けて、やっと音楽が派手な和音を響かせて終わったとき。息を切らせながら相手に笑いかけたフィリシアの、その上気した顔にも、青い澄んだ瞳にも、ついに、ここしばらくの憂鬱は、もはや影も留めてはいなかった。彼女はすっかり興奮して、無邪気な喜びと素直な称賛を、輝くばかりの笑顔でこのパートナーに振り向けていた。
「あなたはとてもとても、とても上手に踊られるのね！　もっと速くなったって踊れたわ――素晴らしいわ！」
　この手放しの喜びように、竜王の息子は、少しひるんだようだった。彼は、愛しい姫君が急速に心を開いてくれていることに驚き、正直なところ、どうしたらよいのかわからなかった。彼はその端正な顔に、胸のつかえたような何ともいえない表情を浮かべて、ただまじまじと姫君の顔を見つめていた。いま何を言うべきなのか、どんなふうに振舞うべきなのか、彼は全く思いつくこともできなかった。
「あの・・・どうかなさいましたの？」
　フィリシアは、じきに竜王の息子の様子に気づいた。その明るさは自然に少しかげり、彼女は警戒心を起こしかけながら、それでもまだ親しさは打ち消せないまま、おずおずとそう訊いた。
「姫・・・」
　竜王の息子の胸に、その時、抑えきれない感情がつきあげた。
「姫――！」
　彼は、やにわにフィリシアの前に膝をついた。呆然と立ちすくむフィリシアの前に深々と頭を下げ、つけこんだりはしないとさっき言ったばかりにもかかわらず、
「結婚してください、姫――お願いだ」
　そう言った彼の声は、思いつめて悲痛だった。顔を上げ、彼はフィリシアの青ざめた顔を見た。彼の顔に、苦悩の表情が浮かんだ。
「姫！」
　青い髪の姫君は、血の気の引いた唇を半ば開いて、絶望の色の瞳を彼のほうに向けていた。その様子は、拒否ではなかった――ひらかれた心は、そんなに急には閉ざされ得なかった。ただ、衝撃と、深い葛藤が、その心に吹き荒れていたのだった。
「・・・私」
　不意に、その顔に感情の色が揺らいで、姫君はかすれた声を押し出した。
「姫」
「私・・・」
　彼女は苦しそうに竜王の息子を見て・・・ゆっくりと首を振った。
「姫！」
「お願いです・・・一人にしてください」
　フィリシアは目を伏せた。
「姫！」
　竜王の息子の懇願するような声。
「ごめんなさい・・・お願いです」
　やっとのことで絞り出されたささやき声だった。竜王の息子はもはや何も言わなかった。ただ、ひざまずいたまま、やがて静かにフィリシアの手を取った。フィリシアはびくっとしたが、手を引きはしなかった。
「すまなかった」
　竜王の息子は、あらん限りの自制心で激情を抑えて低く言った。
「待つと言ったのに、私が悪かった」
　そして、フィリシアの手にそっと唇をふれた。その手が逃げなかったことだけが、彼にとってはささやかな慰めだった。彼は立ちあがった。
「それでは、姫」
　彼はみじめな気持ちで言った。
「どうか、今日のことは忘れて――私のことを嫌わないでください」
　言葉を切って、ひとりごとのように続けた。
「私は忘れないが。決して」
　姫君は下を向いたまま顔を上げなかったが、かすかにうなずいたように見えた。竜王の息子は黙って、悲しそうに姫君を見やり、身をひるがえして部屋を出て行った。
　フィリシアは重い足取りで隣の寝室に戻り、ベッドの上に身を投げて、わっと泣き伏した。














    （７）
    　・・・遠くでは、まだ踊りの音楽が聞こえていた。奏でられているのは知らない曲だった。
　辺りはずいぶん暗くなっていて、フィリシアはやっと落ち着くと、涙をぬぐってベッドの上に体を起こした。
「姫さま」
　いつのまにか、ナミが傍に控えていた。優しい、いたわり深い声だった。
「明かりをお入れしましょうか」
「ナミ・・・。ええ、そうね、少しだけ、明るくしましょう」
　フィリシアがぼんやりと座って待っていると、明かりを点け終わって戻って来る。
「姫さま、わたくし、お側にいてもよろしゅうございますか」
「もちろん。あなたさえそれでいいのなら」
「お食事はどうなさいますか。もう届いておりますが」
「そうね、でも・・・あとにしたいの」
「かしこまりました。――ああ、そうですわ」
　ナミは、ふと向こうのほうへ行くと、花束を持って帰って来た。
「姫さま、これを」
「きれいなお花！　一体・・・」
　フィリシアは言いかけて、思い当たって言葉を切った。ナミはためらいながら、
「はい、若様からのお届けものでございます。ご覧になりますか」
　フィリシアは差し出された花束を見た。こんなことには不慣れだろう竜王の息子が、どこでどんな顔をして調達してきたものか、実に絢爛たる花束だった。
「ええ。見せてちょうだい」
　フィリシアは手を伸ばして受け取った。ふうわりと良い匂いがした。また涙が浮かんで来て、彼女は少し狼狽し、花束をそっと横に置いてハンカチを目に当てた。
「姫さま」
「ごめんなさい、何でもないの」
「姫さま・・・」
　ナミはしばらくためらった。それから、思い切って、そうっと尋ねた。
「あの、お気を悪くなさらないでくださいましね。その・・・姫さまは、うちの若様の、どこがお気に召さなくていらっしゃるのですか」
　フィリシアははっと顔を上げると、何ともいえない困った表情でナミを見た。
「もしかして、さっきのお話・・・聞こえていた？」
「はい・・・申し訳ございません」
「謝ることはないわ。・・・ナミ、私ね」
　フィリシアの声が震えた。
「私ね、わからないの。わからないの・・・自分でも」
　フィリシアの目にまた涙があふれ、彼女はナミの手前、必死になって泣くまいとした。
「とても良い方だと思うわ。優しい方だし、まっすぐなご気性で・・・私のことを本当に良く思ってくださってる。政略結婚でどこかに嫁ぐより、あの方に望まれて妻になるほうが、ずっと幸せなことだと思うわ。でも・・・でも、私」
　フィリシアは低く、叫ぶように言った。
「帰りたいの！　ここで幸せな生活が送れるとわかっていても、それでも、どうしても帰りたいの！　だから、どうしても、はいとは答えられなかったの！」
「姫さま、それは・・・」
　ナミは、奇妙な顔をした。そして、おそるおそる言った。
「姫さまには、もしかして、どなたか将来を約束されたお方でも、いらっしゃったのではありませんか？」
「・・・いないわ」
「では、向こうに誰か、お会いになりたい方がいらっしゃるでしょう！」
「ええ。それならいるわ」
　フィリシアは素直に認めた。ナミが待っている様子なので補足した。
「私、お友達と、旅をしているところだったの。今頃、みんな心配しているわ」
「姫さま、でも、それは」
「ええ。わかっているわ」
　フィリシアはもう泣くこともなく、静かに続けた。
「さっきね、考えていたの。私がここにこうして連れ去られて来てしまって、帰してもらえる見込みもなくて、もう十日も経つわ。でも、何もできなかったし、何も起こらなかった。だから、本当なら、もうあきらめるべきなんだわ。みんなだって、もう、あきらめて、行ってしまったかもしれない。私がどこにいるのかだって、わかっていないのかもしれない。たぶん、私はもう、帰れない。だから」
　しばらく黙って、それから続けた。
「だから、たぶん・・・このまま何年か過ぎて、それでももし、あの方のお心が変わっていなかったら、私はきっと・・・あの方に、はいとお答えするようになるわ。でも、今はだめ。私をここに力づくでさらって来た方の妻になるには――それが私を想ってくださるがゆえにだったとしても――、私のこの、帰りたいという思いが、消えるのを待たなければならないんだわ」
　そしてまたしばらく沈黙して、やがて締めくくった。
「私ね。そんなことはあり得ないと言われてしまうでしょうけれど・・・それでも、まだあきらめられないの。心のどこかで、いつも思っているの。もしかしたら・・・誰かが迎えに来てくれるのではないかしら、って」
　もちろん彼女は知る由もなかったが、まさにこの夜、地上では、やっと救出の手筈が整って、友人たちは祈るようにして彼女の無事を願っていたのである。



（前編　完）
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    ～ ひとこと ～
    　
　
～　作者より　～
　



２０１６年５月現在、このシリーズで一番長いお話である、


「竜王の館」、まずは前編です。


読者の皆様の目に、フィリシア姫の揺れる心は、どう映るのでしょうか。


うそでも「きらいです」と言えないフィリシアのことを、


彼女らしいと思いつつ、やきもきと見守るより他はない…でしょうか。


　


表紙の絵は、今までにも表紙を手がけてくださっている、


新進気鋭のイラストレーター、池田優さんが、


代表作のひとつ「花咲く水底」を、すてきにアレンジしてくださいました。


オリジナルバージョンは、池田さんのブログ等で見ることができます。


なお、池田さんからいただいているコメントは、「後編」に掲載予定です。
　



（雪村月路）


　
　


※ よろしければ、この本のご感想をお寄せいただけたら、とても嬉しいです。
http://p.booklog.jp/book/106706
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